
東京

2009.09.02

　東京に到着！
　将来の一年間、期待している。
これは日本語で投稿されたものです

張 坤杰さんの日記



お久し振り～ ｌｏｎｇ　ｔｉｍｅ　ｎｏ　ｓｅｅ！

2009.10.03

　僕は、今、沖縄県で留学しています。
　これは僕が沖縄に着いた後での初めの日記です。実は、ここはインターネットが不便なのです。したがって、日記はあまり書いてい
なかったです、
　ここは景色がよく、人がとても親切です。教室の窓から、直接真っ青な海が見える。海を見るたびに、心が癒されます。学校から海まで、歩いて行けば、十
分ほどしかかかりません。ですから、僕はよく海へ足を運びます。
　来週は中間テストです。今は、一生懸命復習しています。ここの授業は思ったほど難しくないです（国語
を除く）。理科は中国のものよりカンタンだと思います。ケレドモ、文科の地理はある程度難しと思います。全身全霊を打ち込んで、ベストを尽くしたいと思います！！！
(^_-)
これは日本語で投稿されたものです

張 坤杰さんの日記



人間というもの

2009.10.12

中間テストの後、先生に貸してもらったマトリックスの映画を見ました。そして僕は映画の中の話にびっくりしました。
　映画は英語の発音、日本語の字幕でした。見るのは
ちょっと大変でしたが、なんとなく意味がわかりました。
　映画の話は、人間が生活している世界はコンピューターのプログラムというものです。本当は、人間は自由ではな
くて、コントロールされているのです。身の回りのもの、感情、さらに人間自身も現実的な存在ではありません。人間は勝手に作られたり、コントロールされたりしています。
これは映画の中では「支配される」と言われています。
　僕はこの映画にはとても考えさせられました。人間は本当に否応なしに「支配」されているのでしょうか？僕にはわ
かりません。一日中晴れていて、バスケットボールをしたいと思い、出かけようとした時、いきなり雨が降り出しました。バス停で40分もバスを待っていたが、バスはなかな
か来てくれません。こんな時、あなたはだれかにからかわれていると思いますか。こんな時、「支配」されていると感じますか。
　こう考えると、この映画の話が現実にぴっ
たり合っていると思います。ごめん、現実ではなくて、人間が生活している世界は、「現実」というものがありません。支配されているだけです。
　映画の話が現実にぴった
り合っているからこそ怖いです。まさか人間は映画のように奴隷として暮らしているのでしょうか？
　僕は非常に不安です。もし人間はコントロールされていれば、人間はな
ぜ自分の目標、自分の夢まで一生懸命尽くしていますか？いずれは人間がコントロールされていて、最後は死ぬものではないでしょうか。「始まりがあるものには、すべて、終
わりがある」。映画はこう伝えています。
　「違う、絶対違う。人間はそうではない」僕は自分に言い聞かせます。
　エジソンを見て、彼は1000回以上、失敗した後で、電気
を発明しました。また、ケンタッキーフライドチキンの創業者ハーランド・デーヴィッド・サンダースは6歳の時、父がなくなってしまい、15歳から社会に出て働き始め、路面
電車の車掌を皮切りに、軍隊、消防士、保険外交員、船の仕事、タイヤ売りをやりましたが、すべて失敗してしまいました。サンダースは一回も諦めないで、40歳の時にフラ
イドチキンの店を経営して、やっと成功しました。この人たちは、自分の努力で、自分の人生を変えたのではないでしょうか？
　僕はやっとわかりました。人間は本当にコン
トロールされており、本当に支配されています。しかし、支配しているのは、自分自身です！
　自分は夢を作って、夢を叶えるまで努力します。失敗しても、苦しくても、自
分の歩みを止めないで、真っ直ぐ夢の方向に行けばよいのです。これは、人間の生きている意義ではないでしょうか？
これは日本語で投稿されたものです

張 坤杰さんの日記



スピーチコンテストからの考え

2009.10.25

先週はとても忙しかったです。高校の先輩の夏実さんと一緒に中国語の練習をしたからです。本当に疲れましたが、うれしかったです。なぜかというと、夏実さんは優勝したか
らです。
作文の添削から、発表するときの動作まで、僕と夏実さんはすべて真剣にやりました。夏実さんは中国文化について作文を書きました。最初に中国文化に触れたのは
琉球舞踊を通してであり、その後高校で中国語を勉強し修学旅行で中国に行ったことなど夏実さんの身の回りのことについて書かれており、なおかつ、すばらしい発音で、みん
なを圧倒しました。最終的には一位に選ばれました。賞品は那覇―上海の往復飛行機チケットでした。
僕は初めて先生になり、先生の喜びを体験しました。そのとき、ぼくは
先生が一生懸命努力することの原動力を知りました。先生にとって一番うれしいのは、生徒が自らの目標を達成することです。これから僕も、自分の努力を尽くし、先生の期待
を裏切らないようにしたいと思います。
僕はスピーチコンテストの会場に行きました。そこにいた人たちが中国文化に興味を持ち中国語を勉強し理解を深めていたことに僕は
感動させられました。僕も、中国で、日本に興味があり、日本語を習い、日本へ留学したのです。もし、中国と日本の人々がこのように、お互いに相手の文化を尊重し、勉強
し、さらに体験すれば、日中両国の関係は必ずもっと近づき、もっとよくなるに間違いないと思います。
今回のコンテストへ向けての練習を通して、僕は初めて日中両国のお
互いの理解に貢献しました。小さいことかもしれませんが、自分は誇りに思っています。もし、このようなチャンスがまたあったら、僕はもう一度やりたいと思います。両国の
友好関係に自分の力を発揮できるのは、僕にとってこれに勝る喜びはありません。
これは日本語で投稿されたものです

張 坤杰さんの日記



いつも何度でも

2009.11.01

　いつも何度でもの歌詞に打たれた。
　呼んでいる　胸のどこか奥で
　いつも心躍る　夢を見たい
　かなしみは　数えきれないけれど
　その向こうできっと　あなたに会え
る
　繰り返すあやまちの　そのたび　ひとは
　ただ青い空の　青さを知る
　果てしなく　道は続いて見えるけれど
　この両手は　光を抱ける
　さよならのときの　静かな胸
　
ゼロになるからだが　耳をすませる
　生きている不思議　死んでいく不思議
　花も風も街も　みんなおなじ
　ララランランラランラーーーランランララン
　ララララランラ
ンララランラララランラララララ
　ホホホホホホホホルンルンルンルフフフフフ
　ルルルルルンルルルーンルルルー 　呼んでいる　胸のどこか奥で
　いつも何度でも　夢を
描こう
　かなしみの数を　言い尽くすより
　同じくちびるで　そっとうたおう
　閉じていく思い出の　そのなかにいつも
　忘れたくない　ささやきを聞く
　こなごなに砕か
れた　鏡の上にも
　新しい景色が　映される
　はじまりの朝の　静かな窓
　ゼロになるからだ　充たされてゆけ
　海の彼方には　もう探さない
　輝くものは　いつもここに
　
わたしのなかに
　見つけられたから
　ララランランラランラーーーランランララン
　ララララランランララランラララランラララララ
　ホホホホホホホホルンルンルンルフ
フフフフ
　ルルルルルンルルルーンルルルー　
これは日本語で投稿されたものです

張 坤杰さんの日記



海辺のカフカ

2009.11.04

　最近、村上春樹の「海辺のカフカ」を見た。長かったが。すごく面白かった。
　本はある１５歳の少年の家出について書かれた。この本を通じて、僕はいろいろわかった。
　
自分の人生は自分で歩くのだ。運命というものはない！
これは日本語で投稿されたものです

張 坤杰さんの日記



11.8

2009.11.09

　昨日の朝、６時２０分に起きた。土曜日にこんなに早く起きるのは本当にまれだ。みんなは模擬試験を受けるために学校に行った。僕は模擬試験を受けないので、寮にいた。
少し筋トレをし、お風呂に入ってから、早めに日本能力試験の勉強をした。単語を暗記したり、問題を解いたり、勉強が終わったころにはいつの間にか１２時になっていた。寮
にいた安里先生と昼ご飯を食べた。午後は何をやるか迷っていた。
　考えた後、本屋に行くことにした。アンヤン先生に電話をかけ、「私は今那覇にいる。来るかい？」とア
ンヤン先生が言った。「行く行く！」と僕は大きな声で答えた。そしてジュンク堂本屋で待ち合わせをすることになった。
　一人でバスに乗り、那覇へ行くことは初めてだっ
たのでちょっと興奮していた。速くかばんを片付け、服を着替えた。５０番のバスに乗って、那覇へ向かって出発した。
　１時間経った後、やっと那覇県庁前に着いた。地図
を見ながらジュンク堂本屋へ歩いて行った。途中、人に尋ねながら道を確かめた。順調にジュンク堂に着き、アンヤン先生に会った。
　本屋で小説と日本書道の本を買った。
その後、私たちはジャスコに行った。僕は書道用品を買い、アンヤン先生は鍋を買った。最後にジャスコの近くにある１００円ショップに行った。そこで、洗顔、鏡などの日常
用品をいっぱい買った。１００円ショップを出て、晩御飯を食べに行った。アンヤン先生はおごってくれた。
すごく楽しい一日だった。
これは日本語で投稿されたものです

張 坤杰さんの日記



そう、僕が中国語の先生

2009.11.18

みんなはこの三日間インターンシップのために学校を出て、会社や企業へ行った。僕は留学生なので、インターンシップに参加できない。昨日は学校の図書館におり、ずっと勉
強していた。大きな図書館は誰もいない、僕だけ一番奥の窓側の席に腰をかけていた。僕は頭を俯き、宿題を書いていた。図書館は非常に静かだったので、聞ける音はペン先と
紙の摩擦の音しかなかった。時たま見上げ、ぼうっとし、ちょっと息抜きを取る。風かもしれない、図書館管理人の足音かもしれない、何かに起こされてから、またペンを拾
い、続けて問題の海に沈んでいく。こういうふうに、一日過ごした。
今日の朝、６時に目覚めて、やわらかくて暖かい布団の中に「昨日は本当に退屈だった。今日は何か意味
のあることにしなくちゃ！」と考えた。こういう考えを持って、早速布団から飛び出し、朝ご飯を食べ、着替えをし、学校に駆け足で行った。
学校に着いてから、すぐ中国語
の先生に「先生、私は先生をして、中国語の授業をしたいです。一時間だけでもいい、ちょっとやらせていただけませんか。」とお願いした。先生は少し考えて、「いいですけ
ど、まじめに準備しなければならないよ。」と答えた。「よし！今すぐ準備をしに行きます」。僕は興奮しながら言った。
職員室を出てから、僕は直ちに図書館へ走り出し、
コンピューターで資料を探し、授業の準備をし始めた。初めて先生になり、授業の準備をするから、内容を何にするか分からなかった。教科書の内容をする？ダメ、つまらなす
ぎ、みんなは絶対嫌だ。僕のシンセンでの学校生活についての話をする？これだけだったら、時間はいっぱい余ってくる。どうしよう？僕は迷っていた。
インターネットで僕
の中国にいる日本語の先生と相談して、最終的に主な内容を中国の祝祭日について授業をすることに決めた。主な内容を決めた後、最初と最後の内容を作って、やっと授業のプ
ロセスを作り終わった。僕は一息を吐き、時計に目を向け、あ、いつの間にか既に１２時半になってきた。「しまった。ご飯を食べなきゃ、間に合わなくなっちゃう！」と考え
て、食堂まで駆けた。
授業は１時５分からだ。だから、昼ご飯を素早く食べた後、即刻教室へ授業をしに飛んで行かなければならなかった。息を継ぐ時間もなく、すぐ授業に
入った。
三年生の先輩たちの授業だったので、どきどきしていた。準備したとおり、僕の自己紹介から始めた。「僕は張こんけつと申します。」と僕が息を詰めながら言い、
「この授業は僕がやります。よろしくお願いします。」
みんなは中国語を三年も勉強してきたので、僕はみんなに自己紹介をさせた。みんなの中国語がそんなによくはないか
も知れない、緊張していたかもしれない、みんなはうまく自己紹介してくれなかった。だから、僕はもっと緊張させられた。「次の内容はできるかなあ」と考え込んでいたん
だ。
そして、僕は自分の中国での学校生活について話した。寮生活から学校勉強まで紹介した。いろいろな違いの例を挙げた。例えば、僕の学校の寮では、毎日の朝に掃除し
なければならない；授業は１時間４０分しかない；恋愛は禁止されている。等々。
みんなが一番びっくりしたのは恋愛禁止のことだ。僕は黒板で「恋愛」を書いて、そして後
ろに、大きなばつをつけたところ。みんな「おお」というびっくりの声を出した。
僕は紹介しながら、簡単な単語の中国語の訳を暗記させた。「こうしたら、みんなは中国の
高校生活にもっと理解できる上に、よく使う中国語の単語も学べる」と思ったのだ。
この部分に入った後、みんなは興味を持つようになってきたので、僕は少し安心した。
中
国の学校生活を紹介しおわった後、みんなが話せるために、僕はみんなから質問受けた。みんなはそのとき、十分な興味を持ちながら質問してくれた。僕は日本語で質問を答え
ながら、中国語の訳をみんなに勉強させた。「みんなの興味のある単語は、覚えてくれるだろう。」と思った。みんなが積極的に質問してくれたとき、僕の不安はだんだんなく
なった。自信を持って、話せるようになってきたのだ。
計画どおりに、祝祭日の話に入った。春節、中秋節などはほとんどの生徒は知らなかった。僕は春節を中心にし、いろ
いろな中国の祝祭日を勉強させた。このとき、みんなの顔と目つきで、「みんなはどんどん僕の授業が好きになてきた」と分かり、もっと自信を満ちた態度で、大きな声で授業
をした。
計画どおりに、授業の最後ゲームをやった。話を伝えるゲームだった。８人を一列に並べて、僕は最初の人にひとつの文を教えて、最初の人は２番目の人にこの文を
教え、２番目は３番目の人に教え、最後の人までこの文を伝える。最後の人と最初の人は自分が教えられた文を発表する。もし同じだったら、勝ち。２チームやったけど、全部
最後の文は最初のとまったく違っていた。みんな大笑いした。
僕はちょっと時計に目をやり、「そろそろ終わる時間になりましたので、ありがとうございました」と言ったと
ころ、ベルが鳴った。この授業は予定どおりに順調に終わった。時間もちょうどよかった。
授業の後、中国語のウ先生に「めっちゃよくできた。」を言われ、とても誇りに思
った。先生になることは絶対簡単ではなく、すばらしい授業をするのも絶対簡単ではないということが分かった。今日はここまでにしよう。明日のもう一回の授業を準備しなけ
ればならない。
後書き
二回目の授業は初めての授業の経験を持って、もっとうまく発揮した。最初から最後まで、十分の自信を持ちながら話した。実は、先生になるのは、自
信を持たなければならないを言うことが分かった。自分が不安ならば、みんなも信じてくれないだろう。先に自分に自信を持ち、みんなに教えるのが一番重要なのだ。
二年生
のみんなはインターンシップを通して、いろいろ学んだと思っている。僕はインターンシップに行けなかったが、学校で中国語の先生になり、自分もいろいろ勉強になったと思
う。
この有難い経験は「僕の留学生活」という絵巻を飾り、ずっと輝いている。
これは日本語で投稿されたものです

張 坤杰さんの日記



「タイタニック」

2009.12.14

「タイタニック」、この有名な映画のタイトルは何度も何度も耳に入ったことがあり、映画の曲もよく聞きますが、一度も見たことがありませんでした。昨日、友達のコウジか
ら「タイタニック」のＤＶＤを貸してもらって、見ました。本当に心打たれました。
主人公ジャックとローズの愛は映画の主題として書かれています。この主題のわきに、誰
もが息をのんだ“夢の豪華客船”の姿、不沈を誇る巨船を襲った皮肉な運命、そして死の前の人間模様……
映画は回想と現在とを交雑し、主題を伝えたのです。
映画の最初は沈
没した“タイタニック”を引き上げることでした。映画の中の女の主人公ローズは“タイタニック”が沈没した後８４年経った現在でも生きています。年をとったローズは８４年前
のことを思い出しつつ、映画が進んでいます。
ジャックは賭博で“タイタニック”のチケットを手に入れました。ラッキーで“タイタニック”に乗ることができたのです。しかし、
ジャックを待っている運命は誰にも予想できなかったのです……
ジャック・ドーソンは流浪の画家であり、ローズは貴族の娘であります。身分に大きな差異がある二人は出会
うはずがなかったのです。しかし、ある偶然で邂逅しました。そのとき、ローズは貴族の生活の中のプレッシャーに耐えられなかったため、船尾から海に飛び込んで自殺しよう
とするとき、ジャックに見つかり、救ってもらいました。それは二人が初めて出会った瞬間でした。
その後、ジャックを感謝の念を表すために、彼を招いてディナーを一緒に
食べました。食事の際、ジャックは正直に自分の流浪生活を話しました。「根無し草暮らしに満足なの」という質問をされたとき、「はい、満足です。必要なものは揃っている
――健康な体とスケッチブック。朝、目を覚ますと、また未知の一日が始まる。何が起こるかまったく分からない。橋の下で寝ることもあれば世界一の豪華客船でシャンペンを
飲むこともある。人生は贈り物、無駄にしたくない。どんなカードが配られてもそれも人生だ。毎日を大切にするのが一番」とうまく答えました。
ジャックは素直な性格、熱
い気持ちでローズの心を打ちました。ですから、ローズはお金持ちのキャルとジャックのうち、ジャックを選びました。キャルは負けず嫌いで、いろいろ下品な手段でジャック
とローズの愛を壊そうとしましたが、ジャックとローズの愛は少しも薄くならず、かえってもっと深くなりました。
“タイタニック”は氷山にぶつかり、沈没は避けられません
でした。最初は船の関係者はこの情報を隠して、誰にも伝えませんでした。誰もがこの不沈を誇る“夢の豪華客船”が沈没していくことを受け入れることができませんでした。最
後は関係者が覚悟し、みんなに知らせました。でも、救命ボートが乗せることのできる数は乗客の半分しかありませんでしたから、女子と子供は先にボートに乗せられました。
死の前、人々はそれぞれの本当の姿が現れていました。慌てていて暴走する人、運命の前にうなだれて祈る人、落ち着いて音楽を奏する人……
陥れられたジャックは手錠をか
けられました。ローズはボートに乗るチャンスをあきらめ、危険にも関わらず、ジャックを救いにいきました。ローズはジャックの手錠を斧でたたき割り、二人は逃げはじめま
した。ジャックとキャルは協力してうまくローズを騙して逃がそうとしましたが、裏を見透かしたローズは自分ひとりだけ“タイタニック”を去るのを断り、再び沈み行く“タイ
タニック”に飛び戻りました。
最後は愛し合う二人が海に落ち込みました。海に浮かんでいる家具を見つけ、上ろうとしたとき、その家具は一人の重量しか耐えられなかったで
す。ですから、ジャックはローズを上らせ、自分は冷え冷えとした海水の中で必死に耐えました。ジャックはこんな冷たい水の中、自分の死を避けられないことが分かり、死ぬ
前、「船の切符は人生で最高の贈り物だった。それで、君に会えた。天のお導きだ。感謝で一杯だ。」とローズに言いました。そして、「絶対に生き残る。何かあろうと最後ま
であきらめない」とローズに約束してもらいました。
最後はジャックが凍えて亡くなりました。ローズは約束したとおりに、笛で注意を引き、やっと救われました。ジャック
は大西洋の底で静かに眠っていますが、８４年経った今でも、年をとったローズは「ジャックはずっと私の心に生き続けている。」と語ります……
映画が終わるとき、僕の顔
はすでに涙だらけでした。どんなに尊い愛でしょう。人間は天から命をもらって、いったい何のために生きてゆくのですか。生きているとは、運命に従うのではなく、自分の願
いに向かって走ってゆくことだと分かりました。どんなに不可能でも、勇気を出して、前進すべきです。映画の中のジャックの言うとおり、「毎日を大切にするのが一番。」
今日の朝は海に行きました。海を眺め、ｍｐ３から映画の“My Heart Will Go On”が耳に入ってきます。凪いだ海は波もわずかでした。塩辛い海風は僕の顔を柔らかく触り、生
きてゆく意味を囁いているように……
これは日本語で投稿されたものです

張 坤杰さんの日記



柔道

2010.01.23

体育の授業は柔道、剣道とダンス三つの選択がある。僕は柔道を選んだ。
柔道の始めはアタックの技を習うわけではなかった。転び方だった。前向きの転び、右、左向きの転
び、後ろ向きの転び．．．。いろいろ練習した。
僕は転び方を練習するとき、とても痛いと感じていた。「痛い！」と叫びながら、練習していた。「やり方間違ったよ。
張」。僕は頭をもたげる。あ、鴨沢だ。鴨沢は小学校から柔道を練習してきた。彼は僕に正しい転び方を教えてくれた。僕は鴨沢の教えたとおりにやったら、本当に痛くなくな
った。「柔道は何で転び方から練習するのがわかる？」僕は聞かれた。僕は指を横に振り、「わからない」。「もし転び方がわからなければ、相手にやられたら、怪我しやすい
よ。」と鴨沢は僕に言った。
初めて、負け方を練習するのだ。いかなる強くても、負けることは避けられないのだ。だから、最初に負け方を練習して、負けるときの損失をな
るべく最小にする。そうすれば、また立ち上がって、もう一度勝利を向けて、戦うことができるのだ。「留得青山在，不怕没柴烧」（実力を残しておきさえすれば、将来の回復
や発展につながる）という中国語の成語の言っていることと同じなんだ。
しっかり転び方の練習をしよう！
これは日本語で投稿されたものです

張 坤杰さんの日記



日本語

2010.01.30

　日本に来て、もう４ヶ月経った。自分の日本語はうまくなってきただろうと思っている。普通の会話はぜんぜん問題ないといえるんが、日本語の小説を見ると、やはりわから
ない単語が出てくる。「どうして、努力単語を勉強しても、わからない奴が一派いててくるんだろう？」僕は自分に聞く。
　こう考えたら、小学校のときのことが頭に浮かん
でくる。そのとき、僕はいつも母と図書館へ勉強をしに行っていた。ある日、図書館で２０歳くらいのおじさんと話した。
　「英語できる？」僕は聞いた。
　「できるよ。」
　
「どれぐらいできる？全部できるんかい？」僕はそのときこう聞いた。
　「へ、どれぐらい？」彼は答えられなかった。
　そのときの「全部できる？」という問題の幼さは今
わかった。もし自分に「中国語は全部わかるか？」と聞いたら、絶対「全部はわかるはずがない。」と答えるんだろう。こちらの中国語の期末テスト、僕も受けたんだけど、満
点は取れなかった。母語さえも全部わからなければ、外国語は当然全部できないじゃないかと思っている。
　今の日本語の勉強もそのとおりだと思っている。留学して四ヶ月
経った今、もしかしたらこの一年間の留学が終わった後でも、日本語の小説を読むとき、日本語の映画を見るとき、わからない単語が出てくるかもしれない。それも当然だろ
う。
　しかしこれは日本語の勉強をやめる理由ではない。難しければ難しいほど、がんばらないといけないのだ。これからも相変わらず日本語を学びたいと思っている！
これは日本語で投稿されたものです

張 坤杰さんの日記



生活のちょっぴり

2010.02.02

今日、席替えの後掃除の分担も変わりました。私たち図書班と保健班は教室の掃除に決まりました。教室の掃除はモップ、ベランダ、黒板、窓いろいろありました。私はモップ
を選びました。正樹は黒板を選んだとき、みんな大賛成でした。「どうして？どうして正樹が黒板を選んで、みんなこんなに喜んでいるの？」私は担任のさとみ先生に尋ねまし
た。さとみせんせいは「正樹は黒板に決まっているさ。」と答え、傍らに立っている里奈は「正樹は黒板を掃除するのは汚いことはない。」と口を挟みました。
「へえ、スゲ
エ。汚いことはない。」
教室を拭いた後、私は教室に残りました。正樹が黒板を拭くのを見るために。正樹は最初黒板消しで大まかに黒板を拭きました。そして、ブラシで細
かく黒板の下のチョウク置きに積もっている灰を掃除しました。そのとき、正樹は腰をかがめて、軽く灰を掃いたいました。もっと力を入れると黒板が壊れてしまうようでし
た。最後に、雑巾で黒板を二度も拭きました。
出来上がった後、私は教壇に上がり、指先で黒板を触ってみました。灰などがまったくなかったです。さらには、電灯の光が黒
板を照らし、黒板ははかりを反射し、まるで鏡のようでした。
ほんとうに感心させられました。黒板拭きみたいなこんなに小さなことも本当にしっかりやって、みんなにほめ
られる正樹に感心しました。感心とともに、恥ずかしいも感じしました。自分の掃除はいつもさっとやり終わって、ぜんぜん心を入れなかったです。私はテストのときも同じ
く、よくわかる問題をミスします。おそらく、普通の生活の態度はテストの発揮とはつながっているのでしょう。普通はおおざっぱで、だんだん習慣になり、テストのときもし
ばしばミスするのでしょう。おおざっぱの悪習を改めるのは、普通の生活からちょっぴりちょっぴりと改めるしかないことがわかりました。
正樹、ありがとうございます。あ
なたに学ばせてもらいました。
これは日本語で投稿されたものです

張 坤杰さんの日記



中間研修

2010.02.19

２月１３日は中間研修で京都へ行く日でした。その日の朝はいつもの土曜日の朝と違って、朝６時５０分に起きちゃいました。１０時半まで荷物を何回も確かめました。１０時
半にウ先生の車を乗って那覇空港へ行きました。
空港で友人のカイと合流し、１時５５分の飛行機で大阪伊丹空港へ向かいました。飛行機は大型で、アナのボーイング７７７
－３００でした。着陸するときもぜんぜんる揺れませんでした。快適なフライトでした。伊丹空港で一部の友達と会いました。みんなはとても元気で、太っていました。私とカ
イは一番遅い飛行機を乗ったので、みんなはずっと私たちを待っていました。皆さん、お待たせ。お久しぶり。
山崎先生とも会いました。私は先生に「空港について、全身が
とても痛くなってきました。何でだろうね。」と冗談を言いました。山崎先生は反応が早くて、「あはは、イタミ空港ね。」と返事しました。
空港から、京都のホテルまでは
みんな観光バスで行きました。途中、半年振りのみんなはずっとおしゃべりしていました。バスの中はしょっちゅう大きな笑い声が出ていました。おしゃべりしているうちに、
いつの間にか京都のホテルに着きました。そちらで３５人が揃いました。丸山先生、塩澤先生もいました。友達と再会の喜びは隠しきれずに、みんなはホテルが揺れるほどの大
きな声を出してしまいました。みんなでお土産を交換したり、挨拶をしたりしました。
その日は中国の旧暦の大晦日だったから、みんなは大晦日を祝うために、カラオケに行
きました。最初はあまりカラオケの使い方がわからなかったですが、歌いながらだんだんわかるようになりました。最後はすごく盛り上がりました。みんなは中国語の歌だけで
はなくて、日本語の歌もとても上手に歌えました。
翌日の朝はオリエンテーションでした。みんな一人一人はこの半年の中に一番有意義で頑張ったことを発表しました。私は
中国語の先生になったことを発表しました。みんなの発表を聞いて、みんなは充実の半年の留学生活を送ってことがわかっただけでなくて、みんなの日本語がすごく上手になっ
たことも気づきました。
午後は民族工芸館へ見学に行きました。始めは花瓶、お皿の作り方を見学しました。お皿の表面の柄を書いてみると、本当に難しいと思いました。小
さなお皿にも古人の知恵がいっぱい集まっていることを知りました。その後、いろいろな工芸品を見てみました。
一番印象に残ったのは木で作られたロボットでした。そのロ
ボットを見たときは本当にインパクト受けました。誰かがこんな特別な組み合わせを考えたのだろうと思っていました。
　民族工芸館を見学して、友禅染を体験しました。友
禅染は伝統的な染色のひとつであります。元禄ごろ京都に現れたものです。私は竹の子の形と蝶の形のものを染めました。最後は空白のところが多すぎたということで、私のニ
ックネーム「ＫＧ」を書きました。出来上がった作品はきれいだったと思っています。
　１５日の朝は建仁寺の中の両足院で座禅体験をしました。座禅するときのコツは調
身、調息、調心です。調身とは体の力を抜くことです。調息とは息を整え、深呼吸することです。調心とは何も考えないようにすること、つまり頭を空っぽにすることです。厚
い服を着たままで座禅すると不便なので、私は厚い服を脱ぎ、ただ一着のTシャツをきたままで２０分座禅しました。座禅しているときはぜんぜん寒くさは感じていませんでし
たけれども、座禅が終わった後、すごく寒かったです。多分座禅しているとき集中力が集まっていましたから、寒さを感じていなかったでしょう。座禅が終わった後、お坊さん
は私立ちに三つの言葉をくれました。「ありがとう」、「すみません」と「はい」です。「ありがとう」はいつも大自然に、ほかの人に常に感謝の気持ちを持つこと。「すみま
せん」は大自然から、ほかの人からの恵みと比べて、自分自身のやったことはまだまだ足りなくて、もっともっとしないといけないという心。「はい」は積極的に頑張ること。
この三つの言葉はどちらでも積極的な精神を示しています。
　そして、清水寺に行きました。清水寺に私は２年前に修学旅行で行ったことがあります。清水寺の駐車場に着い
たとき、二年前の日本語科のクラスメートと来た場面が頭の中に浮かんできました。二年振りの清水寺はまったく変わっていませんが、変わっているのが私と一緒に来た皆さ
ん。私は清水寺の舞台の上に立ち、樹林を見渡し、時間の変化を感嘆します。多分、いつの間にか、残っている半年の留学生活も流れてしまい、そのとき、私は再び清水寺から
眺め、視線は樹林をとおり、現在は過去になちゃいます。以前、ただ現在を大切にすれば、未来振り返るとき、後悔はしないと思っていました。実はそうではありません。現在
をどんなに大切にしても、強い心を持たなければ、振り返るときは感傷に浸るしかありません。現在を大切にするだけでは足りません。ですから、人生は毎日を大切にしなが
ら、強い心を持ち、微笑んで日々を過去に送ることじゃないかと思っています。
　午後は漫画ミュージアムに行きました。日本最初の漫画を見学しました。それは筆で描いた
もので、古い感じがします。現在の漫画はそんな古い物から発展したものだと思えませんでした。
　夕食のとき、山崎先生は「明日は立命館大学に行きます。立命館大学で二
人の学生代表が挨拶をしますので、誰かやりたい人、手を上げてください。」と質問しました。範君は直ちに手を上げました。「一緒に行こうぜ」と僕にいいました。私は仕方
がなくて手を上げました。手を上げたおかげで、その日は深夜２時まで挨拶の準備をしていました。
　１６日は立命館大学へ行きました。私と範君の挨拶は完璧でした。午前
中は立命館大学の紹介を聞きました。昼ごはんは立命館大学の食堂で食べました。私は財布をホテルに忘れてしまったので、陳さんに１０００円を貸してもらいました。範君も
財布を忘れて、お金を借りました。でも、５００円しか借りられませんでした。普通は一人５００円で十分ですが、私と範君はいっぱい食べるので、二人で１５００円も足りま
せんでした。どう組み合わせしても１０円足りなかったです。最後に範君はポケットの中から十円を発見して、ちょうど払いました。ちなみに、私と範君二人はビーフステーキ
二つ、えびフライ一セット、ライスＬ二つ食べました。お金が足りなかったので、飲み物は買えませんでした。でも無料のお茶を見つけたときは、本当に飛び上がるほどうれし
かったです。それぐらい散々な昼食でした。
　午後からはグループに分かれて中間研修の結果を発表しました。私のグループは最初みんなの意見が違っていたので、前に進み
ませんでしたが、その後は意見を統一して、順調に行きました。私の発表するときの役割は総括の部分でした。私はその場で発揮して、新しい考えをいっぱい話しました。
　
立命館大学の日程が終わったときは、範君と戴さんが先に帰りました。四日間は夢のように、始まったばかりと感じていたが、もう終わりました。範君、戴さん、またね。
　
その後、金閣寺に行きました。湖の真ん中に金色の金閣寺が聳えていました。すばらしかったです。以前は雑誌でしか見たことのない金色の寺が目の前にあるのはとても信じら
れなかったです。その場で写真をたくさん撮りました。
　その日の夜は中華料理を食べに行きました。男女別々のテーブルに座っていましたが、私は三人の男子と何人かの女
子が一緒に座っているテーブルに腰を下ろしました。そのテーブルには四人の男子が座っていたので、おかずが出てくるや否や全部食べてしまいました。みんなは冗談をいい、
しょっちゅう大笑いしていました。雰囲気はすごく良く、盛り上がっていました。そう、それは「最後の晩餐」でした。
　その日の夜、私たちは遅くまで語り合いました。な
ぜならば、次の日はみんなそれぞれの留学地へ帰るからです。
　翌朝、飛行機で帰る人は６時３０分に出発、新幹線とかバスで帰る人は８時４５分に出発する予定でしたが、
大部分の人は６時３０分に起きて、私たちの見送りをしてくれました。別れ際、私は陳さんに何もいえず、無言でハイタッチをして、別れを惜しみました。お互い言葉を交わさ
なかったが、「一緒に頑張ろう！」というメッセージが自分の心に伝わってきました。
　バスに乗って、バスの外に立っている皆さんの姿を見て、涙が知らず知らずのうちに
あふれてきました。
留学先の校長先生は「時の流れは砂時計。」という話を以前してくれました。そう、この中間研修はそのとおり、あっという間に過ぎてしまいました。こ
の５つ日間の思い出が次々と私の頭に蘇ってきました。そのとき、頭の中によく聞いていたメロディーが浮かんできました。「さようならは悲しい言葉じゃない、それぞれの夢
と僕らをつなぐ、YELL．．．」
皆さん、さようなら！またね！
これは日本語で投稿されたものです

張 坤杰さんの日記





この美しい地球のために

2010.02.22

去年の九月に、私は留学のため沖縄にやってきました。沖縄へ来る前に、沖縄の海の美しさをよく聞いていたので、到着してすぐ、友達と海を見に行きました。
沖縄の海は本
当に美しかったです。風があるときは、青い海水が白い波になって、海辺にある岩にぶつかり、「どーん」と大きな音を立て、大自然が自分のパワーを自慢するかのようです。
どんなに遠く離れていてもはっきり聞こえます。風が弱く、海がないでいるとき、お日様は海の底まで照らし、濃い青い海は水色になり、真っ白の砂とお互いに引き立てあい、
キラキラ輝きます。もし夏場なら、ズボンのすそを捲り上げ、裸足で海水と戯れることができます。わずかに塩辛い海風は顔を柔らかく触り、すがすがしいです。誰でもこんな
すばらしい景色に感動させられるでしょう。
それ以来、私は天気さえよければ、浜を散歩します。気持ちがどんなに沈んでいても、海を眺めたら、すぐ胸がすっきりします。
ある日、私が散歩していたとき、あるおじいさんと会いました。「きれいな海ですね。」と私は話しかけました。「ああ。美しいねえ。でも、最近はごみが多くなってきてしま
ったよ。」おじいさんは答えました。
「ええ、本当ですか？」
「そう。ほら見て、あっちのごみ、みえる？」
私はおじいさんの指している方向に目を向けると、海の片隅にあ
るたくさん積み重なったごみが目に入りました。青い海のそばにあるそれらのごみは本当に醜かったです。
「ああ、見えます。本当ですね。醜い。」私は答えました。おじい
さんは何も言わず、ごみが落ちている場所へ足を運びました。そして、腰をかがめ、ごみを拾い始めました。「私も何かやらないと」と思って、私も拾いはじめました。
拾っ
ていたとき、ごみの大部分は日本のごみではないことを気づきました。中国、韓国などからのごみが多かったです。特に、中国からのごみが多かったです。ペットボトル、ガラ
ス瓶、プラスチックの箱などなど。産地は中国の南の海南から北の北京までありました。私の住んでいた町シンセン産のペットボトルもありました。
そのとき、私は中国人の
一人として恥ずかしくて呆然としていました。私は顔を上げ、海を見つめました。海はいつもと変わらない様子でした。真っ青な海水は岩にぶつかり、その一瞬、白い波になり
飛びちっていました。すばらしかったです。もう一度頭を下げると、足のそばに積もっている汚いごみは再び私の目に入ってきました。「このままではいつか海がダメになる」
と私は思いました。そう考えると、自然にごみを拾っている手が早くなりました。その日の夜、私は日記の中にこう綴りました。「地球を守るとは、一人の仕事ではなく、一国
の仕事でもなく、この美しい地球に生きているみんなの仕事だ。」
それからというもの、私は海へ散歩しに行くときは必ず袋を持っていきます。ごみを見つけたら、すぐに拾
って袋に入れるためです。
皆さん、この美しい地球のために、もしごみを見つけたら、拾ってゴミ箱に捨てましょう。一人の行動はとても小さいかもしれませんが、みんなで
やれば、大きな力となり、地球はもっときれいになるに違いないのです。
今こそ、あなたの力が必要なのです！
これは日本語で投稿されたものです

張 坤杰さんの日記



修学旅行

2010.03.15

　今週の火曜日から土曜日までは我が校二年生の修学旅行です。私は留学生のため、外国ビザの取得が難しいため、参加できませんでした。なので、ウ先生と沖縄の北部へ２泊
３日の小旅行をしました。
　沖縄の北部は沖縄人に「やんばる」と呼ばれています。そこは沖縄本島の一番きれいな海景色があります。私は以前からその場所に行ってみたか
ったです。
　ウ先生に旅行のスケジュールを立てさせてもらい、私は行きたいところへ行けるようになりました。ウ先生はやんばるまでの長距離運転するのが初めてなので、
私は地図を見て、道を確かめながらスケジュールを立てなければならなかったのです。
　やっと火曜日になりました。私は朝９時にウ先生の車で学校の寮から出発しました。
高速道路を走って１時間３０分、ようやくやんばるに入りました。やんばるに着いてからまもなく、私たちは沖縄美ら海水族館に向かいました。（「美ら」は沖縄方言で、「ち
ゅら」と読まれます。漢字を見てわかるとおり、「美しい」という意味です。）
　ウ先生は車を運転しているとき、私がウ先生の隣に座り、地図を見ながら道を案内します。
日本の道は中国の道と違います。中国の道にはそれぞれ名前があります。日本の道は名前の変わりに、番号がつけられています。したがって、案内するときはいつも「今は５８
国道で、先二番目の信号を左に曲がり、４４９国道に入ります。」のような言葉を使っていました。そのため、この旅の後、私は沖縄の主な道を知っただけではなくて、道の番
号もほとんど覚えました。
　高速を降りて、５８国道に入る。宮里３信号を左に曲がり、４４９国道に入る。本部大橋を渡って、ファミリマートのところを左、１１４県道に
入って、まっすぐ行くと、沖縄美ら海水族館に着きました。
　沖縄美ら海水族館でいろいろな海生物を見ました。ヒトデを手で触りました。ヒトデの滑らかな肌はバナナの実
のようでした。私は初めてヒトデを触ったからしれない、その触感はあまりにも気持ち悪すぎて、私は触ってからすぐ手を引っ込めました。もう一度触ってみたら、滑らかさの
ほかに、海の生き物のような感じがしました。私はそのほかの種類のヒトデも触ってみました。青くて細いヒトデはざらざらしていて、五角形で黄色い柄のあるヒトデは粘り気
がすごかったです。
　そして、私は毒のある生物を見学しました。クラゲからガンガゼまで見ました。全部日本近海のある生き物でした。これから海へ行くときも十分に気を
つけなければいけないと思いました。
　沖縄美ら海水族館を見学した後は民宿へ帰りました。その民宿は二階建てです。私は下、ウ先生は上を選びました。民宿にはベラン
ダ、台所、洗濯機からカラオケ、ホームシアターまでありました。夜私とウ先生は１１時まで歌を歌い続けました。
　翌日は名護博物館へ行きました。そこで名護の歴史を了
解しました。
　それから、名護パイナップルパークへ行きました。そこでパイナップルワインの試飲をしました。妙にいい感じでしたが、未成年だから飲めません。その代わ
りに、パイナップルワインのケーキを買いました。
　今帰仁城跡にも行きました。今帰仁城跡は昔の北山王の邸宅でした。戦争でアメリカ軍に倒され、今の今帰仁城跡になり
ました。今帰仁城跡は世界遺産に選ばれました。城跡の頂上から見下ろすと、緑の木に満ちた連峰と青い海が目に入ってきます。その景色を一度眺めると、自然のすばらしさに
魅了されずにはいられなかったです。今にも、昔の琉球北山王の豪華な宮殿が目の前に現れそうな気がしました。戦火に浸った後の今は、たったいくつかの瓦礫しか残っていな
い惨状となりました。そのとき、私は沖縄の平和記念公園とひめゆりの塔を思い出しました。私はウ先生に「今日は元の計画をやめて、平和記念公園とひめゆりの塔へ行きまし
ょう。」と提案しました。
　ひめゆりの塔は私の通っている学校に近いです。しかし時間都合や、交通手段がないため、なかなか行くことができませんでした。１９４５年、
米軍の沖縄上陸作戦が始まりました。米軍は沖縄戦を日本本土攻略の拠点を確保する最重要作戦と位置づけ、物量のある限りを使い、対する日本軍は米軍の日本本土上陸を一日
でも遅らせるために壕に潜んでの防衛・持久作戦を取りました。沖縄を死守するため、軍は県民を根こそぎ動員させる作戦を企てると同時に、学徒隊を編成して学生の戦場動員
を強行しました。
　沖縄師範学校女子部・沖縄県立第一高等女学校の生徒２２２人、教師１８人は、南風原も沖縄陸軍病院に配属されました。米軍の猛烈な攻撃に従い日本軍
の死傷者が激増し、学徒たちは後送されてくる負傷兵の看護や水汲み、飯上げ、死体埋葬に追われ、仮眠を取る間もなかったそうです。
　６月、米軍の攻撃で沖縄戦の敗戦が
明らかになり、学徒たちは突然「解散命令」を下され、絶望しました。米軍が包囲する戦場を学徒たちは逃げ惑い、ある者は砲弾で、ある者はガス弾で、そしてある者は自らの
手榴弾で命を絶ちました。陸軍病院に動員された教師・学徒２４０人中１３６人が亡くなりました。
　ひめゆりの塔はその戦争の事実を語り、平和であることに大切さを訴え
続けていました。私は戦争を知らない人間です。でも、ひめゆりの塔へ行って、戦争の恐ろしさを感じさせざるを得ませんでした。ひめゆりの塔展覧室の壁に書いてある詩のと
おり、「戦争は　命あるあらゆるものを殺す　むごいものです」。帰り際、私は振り返って、再びひめゆりの塔に向かい、目を閉じ、平和のハトが永遠に青空を飛び回るように
願っていました。
　その日の夜、私だけの修学旅行の全日程が終了し、寮に帰りました。沖縄のいろいろな文化を体験できて、最高な修学旅行でした。
これは日本語で投稿されたものです

張 坤杰さんの日記



校内武道大会

2010.04.17

　彼が倒れた。
　僕は床から飛び上がり、右手の人差し指を上げ、空を指す。力は使い果たした。指はわずかに震えている。大丈夫、誰も気づかない。みんなは大声で歓呼し
た。床を震わせるように。
僕らが勝った。
　
　３月１９日、校内武道大会が行われた。柔道、剣道とダンスの３つの項目があった。みんなはそれぞれ、自分が体育授業で習っ
た項目に参加する。体育授業で柔道を練習していたので、僕は柔道に参加した。
　柔道は１チーム３人、８チームがあった。僕と航平と康大、３人がチームになった。試合は
トーナメント式だった。なので、１回負けたら、もうおしまいだ。１回も負けられない。
　初戦は５組のチームとの戦いだった。相談後、航平が１番、康大が２番、僕は最後
に出場することになった。航平は初戦で負けちまったから、康大と僕２人全部勝たなくてならない。まもなく、康大の試合が始まった。２人は相似な体型しているから、始めは
膠着状態だった。康大は授業中勉強した技を活用し、だんだん優位な態勢になった。彼は左手で力をいれて相手を引っ張った。相手の重心が崩れた時を狙い、「大内刈り」で相
手を倒した。一本勝ち！康大は１局勝って、点数は１対１になった。
　１対１になったため、３番目の試合は勝負を決める。一本勝負だ。僕は自分に「うろたえるな。冷静に
戦おう」と言い聞かせた。僕は相手を脅すためにポーカー・フェースで道場に上がり、自分の相手に目を澄ます。相手はとんでもなく痩せていて、身長も１６０センチしかない
に見える。相手を見て、私は落ち着いた。お辞儀して、僕は止まらずに突進した。体型がかけ離れている上に、僕の素早い動きで、相手を一瞬に投げ倒した。相手床に倒れてい
るチャンスも見逃さず、僕は直ちに飛びつき、「固め技」で彼を床に押した。「２５秒押されたら負け」彼ははっきり知っている。だから、彼は必死にもがいた。当たり前、僕
は絶対彼にもがく余裕は上げなかった。彼がもがくたびに、僕は大声で叫びながら、さらに力をいれ、彼のもがきを押し止めた。やっと２５秒が過ぎ、審判は僕らを分けて、僕
の勝利を発表した。そうして、僕らのチームは準決勝戦に入りました。
　準決勝戦は理数科の３・４組と勝負することになった。航平はまた最初に登場した。航平の勝利は思
いのほかだった。２番目は僕だった。僕の相手は１７５センチぐらい、とてもごつい人だった。試合の始め、僕は足を引っかかられ、投げられた。僕は彼に押された。僕は全力
を尽くし、ようやく彼の「固め技」を解けた。「固め技」を解くにはたくさん力を使ったので、再び立ち上がるときはもうへとへとだった。そして、彼にやり返し、１回倒し
た。その後、膠着状態に嵌った。最後僕は彼のものすごい攻撃の下で重心を崩され、再び倒された。最後彼に負けてしまった。幸いに、康大が勝って、僕らは決勝戦に入った。
決勝戦のライバルは普通科の５・６組チームだった。登場順番はまた航平、僕、康大だった。航平は初戦で勝利を掴んだ。
２回戦に出る前、僕は「この試合に勝って、勝利を
決めよう」と思いながら、道場に上がった。僕は何ひとつの表情もしないで真剣な顔で戦った。試合が始まったばかり、私は敵の意表をつき、迅速に攻撃を仕掛けた。彼は不意
に倒されました。そして、私は「固め技」を使ってみたが、相手に解けられた。仕方ない。再び立ち上がってフライトするしかなかった。
彼と僕の技量は本当にどんぐりの背
比べだった。そのとき、僕は先生の話を思いでした。「柔道はタイミングを捕まえたら勝ち」。そのとおりだ。僕はちょっとだけでも気を緩めず、試合に集中していた。相手の
手抜かりを見つけて、僕の一番得意な技で彼を倒した。そのとき、審判は手を上げ、僕の勝ちを示した。
　僕は床から飛び上がり、右手の人差し指を上げ、空を指す。力は使
い果たした。指はわずかに震えている。大丈夫、誰も気づかない。みんなは大声で歓呼した。床を震わせるように。
僕らが勝った。
これは日本語で投稿されたものです

張 坤杰さんの日記



遠足

2010.05.06

　４月２２日、僕たち二年生は新原ビーチ（みーばるビーチ）へ遠足に行きました。
　朝、みんなはトレパンで登校しました。トレパンを着たクラスメートは普段のスーツ格
好より元気いっぱいに見えました。二年生のみんなは学校一階のピロティで集まり、学年主任の話を聞きました。そのあと、まもなく興奮いっぱいの気持ちで新原ビーチに向か
って足を出しました。
　当日の天気はよくなかったです。曇っていて雨が降りそうでした。でも、悪い天気に関わらず先生たちは出発することにしました。みんなのハイテン
ションで悪い天気に対しての落ち込みはぶっ飛ばされました。学校から新原ビーチまでの道は僕たちの笑いとおしゃべりに満ちました。
　話しながら、僕たちはすぐ学校から
４キロ離れている新原ビーチに着きました。最初はテントを建てました。みんなの努力で僕たち１，２組は一番早くテントを建てました。その後、綱引きの試合が始まりまし
た。
　五つの綱がありました。三本以上取ったら勝ちというルールでした。試合前、担任の藍子先生は「大まじめでやるよ！」と言いました。でも、僕たち１組は国際文科
で、４０人の中３０人が女子です。男の子は１０人しかいませんでした。３，４組の理数科と５，６組の普通科は男子が４０人の中２０人以上占めていました。ですから、僕た
ちは大きな不利な立場に投げ込まれていました。
　「力には劣っていれば、戦略で勝て！」と藍子先生はみんなに“指示”を下しました。「戦略で勝ち」という中心を貫くため
に、僕たちはいろいろ研究しました。たとえば、男子は全部一本の綱に集まって、力を集中する戦略とか、２本の綱を放棄してただ３本の綱を引く戦略とかいろいろ出ました。
初戦の相手は３組でした。力の大きな差と戦略の失敗で散々に負けました。５本の綱すべて取られました。第２戦は６組と勝負しました。戦略のため、僕は１人で相手の６人と
同じ綱で勝負しました。結果はいうまでもなく、僕は散々に１０メータも引っ張られました。その試合の戦略が成功したので、僕たちの１組は勝ちました。
　綱引きの結果は
６つのクラスの中で４番目でした。いいとは言えませんが、予想よりよかったです。４位のゆえに、いっぱいお菓子を商品としてもらいました。みんなの顔はほころびました。
結果発表が終わると、そろそろ昼食の時間になりました。ご飯はバーベキューでした。鍋に油をかけ、炒め始めました。クラスのみんなは交代でご飯を作ってみました。自力で
作ったご飯は意外とおいしかったです。大輝と佑磨とバレーボールの話をしながら、飯を食べました。
　その後、バレーボールの試合をしました。僕は身長で有利でしたか
ら、よくできました。
　３時ごろ、遠足の全日程が終わりました。僕たちは方付けしてから、みんなを集めて写真を撮りました。このみんなで楽しんだ時をカメラで記録しま
した。
　帰りはバスでした。学校についたものの、まだ新原ビーチにいる気持ちでした。楽しい時間はいつも過ぎるのが早くて捕まえられません。私はこう思いました。「幸
せ」というものはシルクのごとく、透明で軽いです。せっかく感じたのに、一瞬に消えてしまい、ただ記憶の片隅にわずかな跡を残します。一生懸命に頭の中からこの「幸せの
跡」を掘り出そうとしても、同じの「幸せ」はもう二度と出てくれません。
　しかしながら、多分「幸せ」のこの神秘性からこそ、僕らは過去の「幸せ」に溺れることなく、
胸を張って、明日を迎えることができるのでしょう。そして、もっともっと大きな「幸せ」を見つけられるのでしょう。
　楽しさいっぱいの遠足の記憶を僕の頭の隅に残し、
僕は再び顔を上げ、次の「幸せ」を向いて歩みました。
これは日本語で投稿されたものです

張 坤杰さんの日記



ありがとう。

2010.07.26

　２４日、３５人の生徒たち東京成田空港から北京にアナの飛行機で行きました。北京に着いたのは午後の１時１５分でした。
　久しぶりの母国は興奮すべきものでしたが、
３５人の留学生はそれぞれ自分の町に帰らなければならないときでもありました。名残を惜しみながら、私たちシンセンの４人は乗り継ぎの手続きをしました。
　北京からシ
ンセンまでの飛行機は２時間も遅れましたが、１１時にはつきました。今振り返ると、この一年はそんなに早くて、まるで夢でした。
　先生たち、友たちありがとう！これか
ら中国でがんばります！
これは日本語で投稿されたものです

張 坤杰さんの日記
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